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論文内容要旨
欝腔扁平苔癬は
の帯状の炎症性
よるとされてい
 おいて重要な役割を果たしている。
本蘇究では,鷺
るケモカイン
はβ腔扁平苔
 化学的な検索を行った。
RT-PCR法によ
カインリガン
比べ臼腔扁平苔
 平苔癬とnorma1の間に差を認めなかった。
免疫組織化学
発現しており,
サイトでは,P
TACが発現して
在する綱胞障害
 大部分がCD8+Tce11であり
CCR5,CXCR3を
 一25一
 蘇
距
、
の顆粒に持つこと
いる。q腔扁平苔癬
審査結果要旨
 r鍛
謄
躍
蕪
蓼
剛
環腔扁平苔癬は鶏
、ヒ皮直下の帯状
 ついては不萌な、燕が多い。
本碕究は翼腔偏平
びそれらのケモカ
 の慢性化機序を解聞することを目的としたものである。
研究方法は,翼腔
 緯織化学的な検索を行っている。
 本概究の結果は下記の通りである。
i.ケモカインレ
iOICXCLiO,M董G
いたが,CC衰4お
 めなかった。
2.自腔扁平苔癬
所見においてCD婆÷およびCD8+Tceiiのいずれにも発
3.環腔扁平苔癬
 は蓑ANTES,亙P一鵜,M亙G,i-TA(〕が発現していた。
4.RANTES,建一!
に存産する綴胞傷
現緬胞の大部分
以上の研究結果は
潤Tcei1からもケ
1豊g磁ec麺捻1s驚が
本務究は,山農扁
c蕊遊走との関連
よって家籍究は博士(歯学)の学位授与に値するものと認める。
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